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眼球運動を考慮したOCT断面画像の位置合わせ手法
Registration method for OCT cross sectional images considering eye movement
背景
正常 緑内障
視神経乳頭部
緑内障の診断
視神経乳頭部の観察
→重要！！
断面画像を取得
OCTのスキャンモード
2Dより3Dで観察したい
三次元眼底形状の構築
断面画像の位置合わせ
従来手法
回転軸
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画像中心
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β回転
画像主体の
平行移動・回転
2[mm]0[mm]
三次元再構築結果
18枚の放射状断面画像
眼底形状に凹凸
パラメータ・・・
眼球運動に則してない
10th HISS D-23
位置合わせ手法
眼球・・・6本の筋肉により回転
三次元直交座標系の回転で表現
目的関数
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交差位置での眼底表面の高さの差
：交差位置における眼底表面の高さの差
：RPE末端点による近似楕円との誤差
眼底写真
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RPE層の末端点→近似楕円
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眼球運動によるずれを直接考慮
OCTによる観察
手法の検証
2[mm]0[mm]
断面画像6枚作成
位置ずれを与える
従来手法 提案手法
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dξ1 提案手法
位置合わせ!!
位置合わせ!!
課題：パラメータを組み合わせて実験
眼底モデル
1O
2O
※1つのパラメータのみ使用
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眼球の回転成分
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眼球運動パラメータ
平行移動成分
横方向・・・du
縦方向・・・dv
スキャン開始位置補正パラメータ
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